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１ 経営協議会議事録（１１月２６日開催、１月１１～１４日書面審議）の確認 
玉手学長から，本会議事録（１１月２６日開催、１月１１～１４日書面審議）について確認があ

り，議事録が了承された。 
 
 
２ 【協議】国立大学法人山形大学業務方法書の一部改正について 

花輪理事から，国立大学法人法の一部を改正する法律等が施行されることに伴い，業務方法書の一
部を改正することについて審議願うものである旨説明があった。 
次いで玉手学長から，本件について諮られた結果，原案どおり了承された。 

 
 
３ 【協議】令和４年度施設整備方針及び令和５年度施設整備概算要求方針（案）について 

纐纈理事から，施設整備の方向性を定めた「令和４年度施設整備方針及び令和５年度施設整備概算
要求方針（案）」について審議願うものである旨説明があった。 
次いで玉手学長から，本件について諮られた結果，原案どおり了承された。 

 
本件に関して，主な質問は次のとおり。 
・キャンパスが分散していると縦割りになりがちであるが，今後どのようにして大学全体での施設

整備に取り組んでいくのか。 
 
 
４ 【報告】中期目標（原案）・中期計画（案）について 

花輪理事から，議題に関して報告があった。 
 

本件に関して，主な意見は次のとおり。 
・中期目標計画期間は６年間であり，PDCAのサイクルを早く回していくためには，もう少し前倒し

で事業を進めるべきではないか。 
・これまでの毎年度評価が無くなるため，大学が自主的に PDCAサイクルを回していく必要があ

る。少なくとも年に１回は，大学としての大きな目標に対し KPIの進捗を見て，必要な見直しを
行うべきである。 

・文科省に出す目標とは別に，山形大学として独自に何をやっていくかを考え，毎年目標を設定し
進めるべきである。 

 
 



５ 【報告】令和３年度補正予算及び令和４年度政府予算案における山形大学の状況について 
根本理事及び纐纈理事から，議題に関して報告があった。 

 
 
６ 【報告】「国立大学法人山形大学の経営人材育成方針」の制定について 

学長から，議題に関して報告があった。 
 

本件に関して，主な意見は次のとおり。 
・人材育成に関する取組について、今後データに基づく評価ができると良いのではないか。 

 
 
７ 【報告】山形大学医学部東日本重粒子センターの進捗状況について 

根本理事から，議題に関して報告があった。 
 
 
８ 【報告】令和２年度に係る業務の実績に関する評価結果について 

花輪理事から，議題に関して報告があった。 
 
 
９ 【報告】令和３年度大学院入試について 

出口理事から，議題に関して報告があった。 
 
 
10 【その他】令和４年度経営協議会開催日程について 

学長から，来年度の開催日程に関して報告があった。 
 
 
11 その他 

花輪理事及び佐藤病院長より，本学の新型コロナウイルス対応状況について報告があった。 
 
 
 
  次回は，令和４年３月１６日（水）に開催することとなった。 

 


